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特集医療制度が変わります
P6「感性はがき展」入賞決まる

P7大野市景観賞決まる

P8「食育」ロゴマークを作成

P9名水マラソン出場者募集など

穴馬紙で卒業証書作り

和泉小学校の6年生5人が、地元

に伝わる「穴馬紙」をすき、卒業証

書を作りました。3月19日の卒業式

では、自分で作った卒業証書を受け

取ります。（1月31日和泉公民館）

広報紙の概要（携帯版）

http://www.city.ono.fukui.jp/mb/m-index.html
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写真：穴馬紙で卒業証書作り
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7
5
歳
以
上
す
べ
て
の
人
が
対
象
で
す
…

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

　

四
月
か
ら
、
七
十
五
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人

（
一
定
の
障
害
が
あ
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
を

含
む
）
を
対
象
に
、
新
し
い
医
療
制
度
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

高
齢
化
進
展
に
対
応

　

現
在
七
十
五
歳
以
上
の
人
が
加

入
し
て
い
る
医
療
制
度
を
老
人
保

健
制
度
と
い
い
ま
す
。
こ
の
老
人

保
健
制
度
は
、
国
民
健
康
保
険
や

社
会
保
険
な
ど
の
保
険
料
か
ら
の

拠
出
金
で
高
齢
者
の
医
療
費
を
支

え
合
う
制
度
で
す
。

　

し
か
し
高
齢
化
が
進
む
中
、
老

人
医
療
費
の
割
合
が
増
大
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
人
医
療
費

の
対
象
と
な
る
七
十
五
歳
以
上
の

人
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
（
七
十
五
歳
以
上

と
一
定
の
障
害
が
あ
る
六
十
五
歳

以
上
の
人
）
は
、
現
在
加
入
し
て

い
る
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な

ど
か
ら
抜
け
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
（
移
行
）
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
健
康
保

険
組
合
な
ど
の
扶
養
に
な
っ
て
い

た
人
も
新
医
療
制
度
の
加
入
者
と

な
り
ま
す
。

　

新
医
療
制
度
で
は
、
加
入
者
全

員
が
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
所
得
に
よ
る
差
は
あ

り
ま
す
）
。
ま
た
、
現
在
使
っ
て

い
る
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険

の
保
険
証
に
代
わ
り
、
新
し
い
保

険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
料

の
決
定
な
ど
制
度
の
運
営
は
福
井

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
、
保
険
料
の
徴
収
は
市
が
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
市
民
課
国
保
年
金
係
（
T
E
L
6
6

・
1
1
1
1
内
線
4
5
7
）

「みんなでこうやっ

てゲートボールする

のが元気の源、生き

がいなんや」。

　

大野市ゲートボール
協会主催の教室には、

楽しくプレーする高齢

者の姿がありました。

（1月18日和泉体育館）
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特集医療制度改革

－そこが知りたい後期高齢者医療制度－

これまでに寄せられた疑問・質問

【対象者】

Q．必ず加入なのか？

　

これまで社会保険などの扶養に入っていた人

も含め、75歳以上のすべての人と一定の障害が

ある65歳以上の人が加入することになります。

【保険証】

Q．保険証の変更は？

　

対象者一人一人に保険証が交付されます。保

険証は、3月15日以降、福井県後期高齢者医

療広域連合から送付されます。これまでの老人

保健制度では、保険証と老人医療受給者証の2

種類を医療機関の窓口に提出していましたが、

4月からは保険証のみ提出することになります。

見
本

【医療機関の窓口負担】

Q．割合の変更は？

　

これまでの老人保健制度と同様、原則1割負

担（課税対象となる所得で年額145万円以上あ

る人は3割負担）で、変更ありません。

【保険料】

Q．全員納めるのか？

Q．金額の変更は？

Q．納める方法は？

　

一人一人に保険料がかかります。県内統一の

保険料率をもとに、個人の所得に応じて保険料

額が決定されます（下表をご覧ください）。

　

納付方法は、年金から天引きさせていただく

方法（特別徴収）と納付書で納めていただく方法

（普通徴収）があります。年額18万円以上の年金を受

給している人は特別徴収の対象となり、4月に支給される

年金から保険料の天引きが始まります。普通徴収の対象者

には、保険料額が決定する7月に納付書を送付します。

※特別徴収の対象となる人には、仮に算定した額で4月に

支給される年金から保険料を天引きします（6月、8月

も同額です。なお、この仮算定した額を記載した通知は

4月に送付します）。7月に保険料額が決定後、改めて

通知し、10月以降に天引きする額で調整を行います。

保険料率の比較（国民健康保険を例に）

説明 現行（国民健康保険） 後期高齢者医療制度

所得割 所得に応じて負担 6．8％ 7．9％
均等割 一人一人均等に負担 2万5000円 4万3700円
資産割 固定資産税額に応じて負担 25．0％ なし

平等割 一世帯に負担 2万5600円 なし

※低所得者は均等割額が2割、5割または7割軽減されます。
※社会保険などの扶養になっていた人は、資格取得月から2年間は所得割がかかりません。均等割も5割軽減

（平成20年度に限り半年無料、残り6カ月は9割軽減）が実施されます。
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4
0
歳
か
ら
7
4
歳
の
人
が
対
象
で
す
…

「
特
定
健
診

・

特
定
保
健
指
導
」

　

四
月
か
ら
、
四
十
歳
か
ら
七
十
四

歳
の
人
を
対
象
に
「
特
定
健
診
と
特

定
保
健
指
導
」
が
始
ま
り
ま
す
。

メ
タ
ボ
予
防
に
重
点

　

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
六
割

が
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
な

ど
の
生
活
習
慣
病
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的

に
、
自
治
体
が
主
体
と
な
り
実
施

し
て
き
た
の
が
生
活
習
慣
病
健

康
診
査
（
基
本
健
診
）
で
す
。
市
で

は
、
有
終
会
館
や
各
公
民
館
な
ど

を
会
場
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
生
活
習
慣
病
に
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ

タ
ボ
）
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
予
防
に
重

点
を
お
い
た
健
診
制
度
に
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
四
十
歳
か
ら

七
十
四
歳
の
人
を
対
象
に
「
特
定
健

診
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
特
定

健
診
の
結
果
か
ら
、
メ
タ
ボ
の

「
該
当
者
」
や
「
予
備
群
」
を
抽

出
し
、
医
師
や
保
健
師
な
ど
に
よ

る
個
別
保
健
指
導
を
行
う
こ
と

で
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
促
す
も

の
で
す
。

医
療
保
険
者
が
実
施

　

特
定
健
診
の
開
始
に
伴
い
、
四

十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
健
診
は
、

実
施
主
体
が
医
療
保
険
者
に
変
わ

り
ま
す
。
医
療
保
険
者
が
健
診
と

保
健
指
導
の
実
施
主
体
と
な
る
こ

と
で
、
デ
ー
タ
を
保
険
者
自
ら
が

管
理
し
、
健
診
結
果
を
健
康
づ
く

り
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
自
分
の
健
康
保
険
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
者

を
確
認
し
、
健
診
の
方
法
な
ど
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
配
偶

者
や
子
の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
人

も
保
険
証
に
記
載
さ
れ
た
医
療
保

険
者
が
健
診
の
実
施
主
体
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
大
野
市
が
実
施
主
体

と
な
っ
て
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

五
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
対
象

者
に
通
知
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
三
十
九
歳
以
下
や
七
十
五
歳
以

上
の
健
診
、
が
ん
検
診
や
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
は
こ
れ
ま
で
同

様
、
大
野
市
が
実
施
し
ま
す
。

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　

年
一
回
の
健
診
は
、
自
分
の
健

康
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
絶
好
の
機
会
で
す
。
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
た
め
に

も
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課
国
保
年
金
係
（
T
E
L
6
6

・
1
1
1
1
内
線
4
5
5
）
ま

た
は
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

（
T
E
L
6
5
・
7
3
3
3
）

ポイント31と2の結果を組み合わせる

改善必要性
「高い」

改善必要性
「高い」

改善必要性
「中程度」

改善必要性
「低い」

改善必要性
「高い」

改善必要性
「中程度」

改善必要性
「中程度」

改善必要性
「低い」

改善必要性
「低い」

改善必要性
「低い」

改善必要性
「低い」

改善必要性
「低い」

ポイント2（健診結果項目）

該当なし
1つ

あてはまる
2つ

あてはまる

3つ以上

あてはまる

ポ
イ
ン
ト
1
（
腹
囲
・
B
M
I
）

腹囲が

男性85ｃｍ以上

女性90ｃｍ以上

腹囲が

男性85ｃｍ未満

女性90ｃｍ未満

かつ

BMI25以上

上記以外
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特集医療制度改革

「特定健診」の流れ
1 受診券を受け取る

　

医療保険者から送られてくる受診券
を受け取ったら、指定された医療機関
などで健診を受けます。

2 健診を受ける
基本的な健診（問診と基本的な検査）＋

詳細な健診

3 健診結果を受け取る
生活習慣の改善の必要性

（メタボリックシンドロームの危険性）

※65歳－74歳で改善必要性が「高い」と診断

された場合は「動機付け支援」となります

「低い」

情報提供

　

対象者全員に行われます。

自らの身体状況を認識し、

生活習慣を見直すきっかけ

となる情報が提供されます。

「中程度」

動機付け支援

　

原則1回、特定保健指導が行わ

れます。自分の生活習慣における

改善点に気付いたり、自分で目標

を設定して行動に移したりするた

めの支援が受けられます。

「高い」

積極的支援

　

3－6カ月の期間に積極的な特

定保健指導が行われます。健診で

の判定を改善するため、目標を継

続的に実行していくための支援が

受けられます。

　

過去に受診した健診結果から、下記のポイントをチェックする

ことで、「生活習慣の改善の必要性」を調べることができます。

ポイント1

腹囲とBMIを測定

　

腹囲（へその高さで測定）が、男性で85ｃｍ以上、女性

で90ｃｍ以上かどうかを測定します。それ未満の人でも

BMIが25以上かどうかを測定します。

※BMIとは、体重（キロ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）で計算し、数値が

25以上を肥満、18．5未満を低体重と判定します。
ポイント2

次の項目にいくつ該当しますか？

該当する
項目に
チェック！

（1）【血糖】空腹時血糖100ｍｇ／ｄｌ以上またはヘモグロビンA1c5．2％以上

（2）【脂質】中性脂肪150ｍｇ／ｄｌ以上またはHDLコレステロール40ｍｇ／ｄｌ未満

（3）【血圧】収縮期130ｍｍＨｇ以上または拡張期85ｍｍＨｇ以上

※上記項目について薬剤治療を受けている場合も該当します。

（4）【喫煙歴あり】 （1）－（3）の項目（リスク）に1つ以上該当し、喫煙歴がある

場合は、チェックしてください。

2008．3広報おおの（5）
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越
前
大
野
感
性
は
が
き
展
入
賞
決
ま
る

第
五
回
テ
ー
マ
「
山
」

1
0
年
の
歴
史
振
り
返
る

　

一
枚
の
は
が
き
に
テ
ー
マ
へ
の
想
い
を
表

現
す
る
「
越
前
大
野
感
性
は
が
き
展
」
。
こ
の

ほ
ど
「
山
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
第
五
回

作
品
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
十
年
を
迎
え
る
は
が
き
展
の
歴
史

を
振
り
返
り
ま
す
。

“
豊
か
な
自
然
”
題
材
に

　

越
前
大
野
感
性
は
が
き
展
は
、

大
野
の
豊
か
な
自
然
や
風
情
を
全

国
に
発
信
し
な
が
ら
、
市
民
に
も

大
野
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら

う
目
的
で
、
平
成
十
年
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
大
野
市
の
人
材
育
成

事
業
「
越
前
大
野
平
成
塾
」
の
第

二
期
生
を
中
心
と
し
た
市
民
実
行

委
員
に
委
託
し
て
実
施
。

　

は
が
き
サ
イ
ズ
に
作
者
の
想
い

が
込
め
ら
れ
た
作
品
は
、
絵
画
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
（
C
G
）
、
写
真
、
書
、
切
り

絵
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
、
中
高
校

生
、
小
学
生
以
下
の
三
部
門
に
、

市
民
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
海
外

か
ら
の
応
募
も
あ
り
ま
す
。

　

一
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
水
」
で

し
た
。
そ
の
後
、
「
森
」
、
「
空
」
、
「
川
」

と
テ
ー
マ
を
変
え
、
五
回
目
と
な

る
昨
年
は
「
山
」
で
募
集
を
行
い

ま
し
た
。

　

審
査
は
著
名
な
審
査
員
に
、
市

民
審
査
員
を
加
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

上
位
入
賞
作
品
は
、
高
札

に
よ
る
展
示
を
市
内
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
行
う
ほ
か
、
作
品
集
を

発
刊
し
て
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
「
山
」
に
は
、

海
外
か
ら
の
応
募
一
点
を
含
め
、

全
国
す
べ
て
の
都
道
府
県
か
ら
五

千
百
十
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
前
回
ま
で
二
割
程
度
だ
っ
た

市
民
か
ら
の
応
募
が
半
数
以
上
を

占
め
、
中
高
校
生
や
小
学
生
な
ど

の
応
募
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

　

作
品
の
中
に
は
風
景
と
し
て
の

山
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
心
の
中

で
の
あ
ら
ゆ
る
“
山
”
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
作
品
は
三
月
八
日
（
土
）

に
有
終
会
館
で
開
催
す
る
表
彰
式

の
会
場
で
展
示
。
表
彰
式
終
了
後

に
は
審
査
員
の
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美

術
館
館
長
の
松
本
猛
氏
と
女
優
の

真
野
響
子
氏
に
よ
る
対
談
を
開
催

し
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

市
で
は
、
今
回
の
上
位
入
賞
作

品
の
高
札
に
よ
る
展
示
や
作
品
集

の
発
刊
の
ほ
か
、
文
化
施
設
で
の

常
設
展
示
を
予
定
。
一
人
で
も
多

く
の
人
に
、
作
品
を
通
し
て
す
ば

ら
し
い
感
性
に
触
れ
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
文
化
課

（
T
E
L
6
6
・
5
4
1
0
）

越前大野感性はがき展審査員

松本猛氏と真野響子氏が対談

（安曇野ちひろ美術館館長）（女優）

－テーマは「いわさきちひろの絵の世界」－

　

子どもを生涯のテーマとして描き続けた画家いわ

さきちひろ。ちひろが描いた子どもは、絵の中でさ

まざまなことを感じ考えている、生きた子どもとし

て存在しているように見えます。そんなちひろの絵

の世界を、ちひろの長男でもある松本猛さんと真野響

子さんが語ります。

日時3月8日（土）午後3時－

場所有終会館

入場料500円

※同日午後2時－、第5回作

品の入賞者表彰式を開催。

問教育委員会文化課（TEL66・5410） ポスター

応募状況

テーマ 応募総数

第1回（平成10年度） 水 5，042点

第2回（平成11年度） 森 6，412点

第3回（平成13年度） 空 7，610点

第4回（平成16年度） 川 3，417点

第5回（平成19年度） 山 5，111点

「山」最優秀賞

成田エツさん（北海道）の作品
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第6回大野市景観賞決まる
市
が
募
集
し
て
い
た
「
第
六
回
大
野

市
景
観
賞
」
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
合
併
後
初
の
開
催
で
和
泉
地

区
か
ら
の
応
募
を
含
め
、
自
薦
他
薦
合

わ
せ
て
六
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

都
市
景
観
審
議
会
で
書
類
審
査
や
現
地

視
察
な
ど
を
行
い
選
考
し
ま
し
た
。

こ
の
景
観
賞
は
、
平
成
九
年
か
ら

二
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

優
れ
た
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

る
建
築
物
や
工
作
物
な
ど
を
対
象
と

し
た
「
建
築
部
門
」
と
、
環
境
美
化

や
保
全
な
ど
景
観
の
維
持
向
上
に
携

わ
る
個
人
や
団
体
な
ど
を
対
象
と
し

た
「
活
動
部
門
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
建
築
部
門
二
件
と
活
動
部

門
一
件
を
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
結

果
と
選
考
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

建
築
部
門

▽
有
限
会
社
じ
ょ
う
と
く
商
店
店
舗

（
元
町
十
一
－
八
）

▽
下
島
克
彦
氏
所
有
住
宅

（
木
本
五
十
八
－
二
十
四
）

活
動
部
門

▽
ふ
も
と
会
（
代
表
者
井
野
部
健
次
）

建築

部門 有限会社じょうとく商店店舗

この建築物は平成19年に新築されたもので

す。切妻屋根、上部を白く残した板張りの妻面、

窓の格子、袖壁など大野の伝統的な町家の特徴を
とらえた外観となっているほか、正面の水が見え

る工夫、木製で手書き風の広告物の設置、車庫を

取り込んだ構造など、店舗の雰囲気づくりにも気

を配っている点などが評価されました。

建築

部門 下島克彦氏所有住宅

この建築物は平成17年に新築された農家型住

宅です。玄関側から見ると切妻屋根が三段に連

なっているような外観で、妻面が三面とも真壁に

なっているのが特徴です。農村集落地域にふさわ

しい重厚感のある外観と、どの角度から見ても昔

ながらの農家の風情を漂わせる丁寧な造りとなっ

ている点などが評価されました。

活動

部門 ふもと会

この団体は、城町1区の有志が中心となり平

成11年に結成。15年からはお馬屋池の再生に向

け、会員による清掃、市民の協力を得て泥上げな
どを行ってきました。その結果、格段に環境が改

善され、亀山を訪れる市民に喜ばれています。こ

の活動が自主的かつ積極的に行われ、景観形成に

効果を上げている点が評価されました。
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「
食
育
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成

高
校
生
が
デ
ザ
イ
ン

本
市
で
は
、
昨
年
三
月
に
「
越
前
お
お
の

食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
食
育
の
推
進

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
基
本
理
念

で
あ
る
「
食
守
」
の
市
民
へ
の
浸
透
と
食
育

活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
大
野
高

校
と
大
野
東
高
校
の
美
術
部
員
に

原
案
の
作
成
を
依
頼
。
両
校
合
わ

せ
て
十
八
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
大
野
市
食
育
推
進
会
議
で

選
考
し
た
結
果
、
大
野
高
校
二
年
生
の

岩
淵
雄
高
さ
ん
の
作
品

を
原
案
と
し
て
採
用
。
そ
の

原
案
を
も
と
に
岩
淵
さ
ん
と

市
が
協
議
を
重
ね
、
決
定
し

ま
し
た
。

一
月
二
十
九
日
、
市
役
所
で

開
か
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
発
表
と
記
念
品
贈

呈
式
で
岩
淵
さ
ん
は

「
食
育
で
一
番
大
切
な

こ
と
は
家
族
が
一
緒
に

食
事
す
る
こ
と
だ
と
思

い
、
一
緒
に
食
べ
る
う

れ
し
さ
を
表
現
し
ま
し

た
。
休
日
に
家
族
そ
ろ

っ
て
食
べ
る
と
普
段
よ

り
お
い
し
く
感
じ
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

作
成
者
の
岩
淵
さ
ん
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク

市
挙
げ
て
活
用
を

市
で
は
今
後
、
市
が
発
行
す
る

啓
発
物
な
ど
に
活
用
す
る
ほ
か
、

食
育
推
進
の
担
い
手
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
く
企
業
・
団
体
の
積

極
的
な
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
き

ま
す
。
使
用
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
産
業
政
策
課
政
策
推
進
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
9
2
）

春はきっかけ！

「みんなで食守！笑顔でいただきます運動」

市では、メタボリックシンドローム予防のた

めの食生活相談や昔ながらのお菓子「ゆきんこ

豆」を運ぶゲームを行います。パネル展示を読

んで答えるプレゼントクイズも用意。皆さんの

参加をお待ちしております。

日時3月8日（土）、9日（日）午前10時－午後5時

場所ショッピングモールヴィオ

問産業政策課政策推進係（TEL66・1111内線392）

広
告
の
金
額
・
大
き
さ

金
額
一
枠
一
万
円

大
き
さ
四
．
五
ｃ
ｍ
×
五
．
五
ｃ
ｍ

掲
載
基
準

掲
載
で
き
る
広
告
に
は
、
広
報

紙
の
品
位
を
損
な
わ
な
い
も
の
、

市
民
に
不
利
益
を
与
え
な
い
も
の

な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申

込
書
に
原
稿
（
案
）
を
添
え
て
、

発
行
月
の
前
々
月
末
ま
で
に
情
報
広
報
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

五
月
号
掲
載
分
は
三
月
三
十
一
日

（
月
）
が
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
書
は
情
報
広
報
課
に
あ
り

ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
情
報
広
報
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
4
1
）

『
広
報
お
お
の
』
掲
載

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
少
子
化
や
高
齢
化
な
ど
新
た
な

行
政
課
題
に
対
応
し
、
「
越
前
お
お
の
元
気

プ
ラ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
、
少
し
で
も
自

主
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
紙

に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本
紙
は

毎
月
一
回
、
一
万
二
千
六
百
部
発
行
さ
れ
、

市
内
全
世
帯
に
届
き
ま
す
。

三
月
か
ら
は
、
平
成
二
十
年
度
分
の
募
集

を
開
始
し
ま
す
。
会
社
や
お
店
な
ど
の
P
R

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※本紙12、13ページをご覧ください。
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出場者募集中

第44回「越前大野名水マラソン」
ゲストランナーは
浅利純子さん

プロフィル

　

1969年秋田県生まれ。

93年、世界陸上シュツッ
トガルト大会女子マラソ

ンで日本人初の金メダル

を獲得。96年のアトラン

タオリンピックにも出場
した。01年に引退し、昨

年長男を出産。

運営スタッフ募集

マラソン当日、受け付けや給水などの大会運営を補助

してくれる運営スタッフを募集しています。対象は中学生

以上で、活動時間は午前7時－午後2時を予定。ご協力い

ただいた人には記念品を差し上げます。

4月25日（金）までに申し込んでください。

日程5月25日（日）

コース日本陸連公認大野ハーフマラソンコース
（市役所前スタート。フィニッシュは市民グラウンド）

種目5種目24部門

【2キロ】小学親子（1－3年の各学年）

小学4年（男子、女子）

小学5・6年（男子、女子）

【3キロ】中学（男子、女子）

一般男子40歳以上

一般女子（高校生は除く）

【5キロ】一般男子（39歳以下、40歳代、50歳以上）

一般女子（39歳以下、40歳以上）

【10キロ・ハーフ】

一般男子（39歳以下、40歳代、50歳以上）

一般女子

参加料小中学生＝500円、高校生＝1000円

親子の部＝1500円、一般＝2000円

※すべて保険料込みの金額です。

申込締切日4月25日（金）

申込方法

教育委員会、公民館、エキサイト広場に置いて

ある申込書（郵便振替用紙を兼ねる）に必要事項

を記入し、郵便局で参加料を振り込み

※市のホームページからも申し込みできます。

お知らせ
◆前日（24日）受け付け

　

マラソン当日、余裕を持ってレースに臨んでい

ただけるよう、前日受け付けを行います。

日時5月24日（土）午後3時－6時

場所有終会館（天神町1－19）

◆当日受け付けと開会式

　

マラソン当日の受け付けは市民グラウンド横駐

車場で行います（時間は午前7時－8時まで）。そ

の後、市民グラウンドで開会式を行います。

◆指定駐車場を設置。当日の交通規制に協力を

　

マラソン当日、奥越ふれあい公園（篠座70－

46）、エキサイト広場（桜塚町601）、学びの里「め

いりん」（城町9－1）を大会指定駐車場とし、奥越

ふれあい公園とエキサイト広場からは無料シャト

ルバスを往復運行します（運行時間帯：午前6時

50分－午後0時15分）。また、コースとなる国道

158号やこぶし通りは交通規制を実施しますので、

皆さんのご理解とご協力をお願いします。

問第44回越前大野名水マラソン実行委員会事務局

（教育委員会スポーツ課内TEL66・1111内線531）
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